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 『
目
指
す
べ
き
も
の 

今
す
べ
き
こ
と
』 

  

現
在
も
な
お
、
混
乱
が
続
い
て
い
る 

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
平
成
十
八
年 

四
月
一
日
に
一
部
施
行
、
同
年
十
月
一 

日
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
頃
、 

豊
岡
光
生
園
に
は
、
こ
の
新
法
へ
の
対 

応
よ
り
も
大
き
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
。 

昭
和
五
十
五
年
七
月
に
開
園
し
、
早 

二
十
九
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る 

豊
岡
光
生
園
の
建
物
・
設
備
は
か
な
り 

老
朽
化
し
、
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
懸
案
の
「
改

築
・
改
造
計
画
」
も
急
浮
上
し
て
き
た
の
だ
。
こ
の
こ
と
は
、

も
ち
ろ
ん
、
一
年
や
二
年
で
簡
単
に
成
し
遂
げ
ら
れ
る
よ
う

な
し
ろ
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
だ
。 

整
理
す
る
と
、
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
た
当

時
、
豊
岡
光
生
園
が
進
む
べ
き
道
の
先
に
は
、
「
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
被
ら
な
い
新
法
へ
の
対
応
・
移
行
問
題
の
克
服
」

と
い
う
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
峠
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
を

当
面
の
旗
印
と
し
て
掲
げ
た
が
、
そ
の
問
題
の
先
に
「
改

築
・
改
造
」
と
い
う
大
き
な
山
が
行
く
手
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
に

そ
び
え
て
い
た
の
で
、
新
た
に
も
う
一
つ
の
旗
が
掲
げ
ら

れ
、
活
き
良
く
、
は
た
め
き
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

三
年
余
の
時
を
か
け
て
、
法
人
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
作
り
、
今
年
四
月
、
移
行
へ
の
険
し
い
道
の
り
を
乗
り
切

っ
た
豊
岡
光
生
園
は
、
新
制
度
へ
移
行
し
た
。 

次
に
目
指
す
べ
き
も
の
は
「
改
築
・
改
造
」
と
い
う
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
新
法
へ
の
移
行
の
形
が
、

改
築
・
改
造
計
画
を
睨
ん
で
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味

で
は
、
改
築
・
改
造
計
画
は
も
う
既
に
ス
タ
ー
ト
し
、
着
々

と
進
め
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
私
た
ち

は
常
に
、
利
用
者
の
よ
り
よ
い
将
来
を
模
索
し
続
け
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
移
行
仕
立
て
の
豊
岡
光
生
園
の
様

子
を
紹
介
し
た
い
。 

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
、
豊
岡
光
生
園
は
知
的
障
害

者
入
所
更
生
施
設
か
ら
「
障
害
者
支
援
施
設
」
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。
事
業
は
「
施
設
入
所
支
援
事
業
」
「
生
活
介

護
事
業
」「
短
期
入
所
事
業
」「
日
中
一
時
支
援
事
業
」「
障

害
児
等
療
育
支
援
事
業
」
の
五
事
業
。 

三
月
末
ま
で
は
、
六
十
名
の
利
用
者
が
、
基
本
的
に
二

十
四
時
間
三
百
六
十
五
日
生
活
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
四

月
か
ら
四
十
名
の
「
住
ま
い
の
場
」
と
な
っ
た
。
利
用
者

の
皆
さ
ん
の
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
者
と
し
て
、
こ
の

移
行
に
伴
い
沢
山
の
想
い
が
あ
り
、
そ
の
想
い
に
後
押
し

さ
れ
て
、
少
し
ず
つ
利
用
者
の
皆
さ 

ん
と
共
に
築
き
あ
げ
て
い
き
た
い
と 

考
え
て
い
る
。
特
に
、
単
な
る
「
入 

所
施
設
の
ま
ま
で
い
た
く
な
い
」
と 

い
う
想
い
は
強
く
、
「
施
設
に
入
っ
て 

い
る
（
入
所
し
て
い
る
）
」
の
で
は
な 

く
、「
豊
岡
の
ち
ょ
い
と
大
き
な
ア
パ
ー
ト
に
住
む
住
民
」

「
豊
岡
の
地
で
の
び
の
び
と
生
活
し
て
い
る
住
民
」
に
利

用
者
の
皆
さ
ん
に
は
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

そ
れ
に
は
、
「
起
床
→
朝
食
→
活
動
→
昼
食
→
活
動
→ 

風
と
語
ろ
う 

 

 

入
浴
→
夕
食
→
余
暇
の
時
間
→
消
灯
」
と
い
う
、
事
業
所

に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
、
も
し
か
し
た
ら
事
業
所
の
都
合
に

合
わ
せ
る
よ
う
な
生
活
で
あ
る
従
来
型
の
「
施
設
の
支
援
」

を
壊
し
、「
思
い
思
い
の
生
活
」
、「
個
別
支
援
」
の
形
に
転

換
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
現
場
に
お
い

て
、「
把
握
」
と
い
う
表
現
や
そ
れ
が
意
味
す
る
「
職
員
主

導
（
職
員
業
務
主
体
）
」
の
動
き
や
考
え
方
や
意
識
を
改
め
、

「
見
守
り
」
と
い
う
「
利
用
者
主
体
」
の
考
え
や
意
識
を

徹
底
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
、「
利
用
者
の
主
体
的
な
意
思
と

行
動
を
尊
重
し
、「
待
つ
こ
と
」
な
ど
が
極
め
て
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
り
、
肝
に
銘
ず
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

さ
て
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
こ
の
新 

体
系
に
移
行
し
た
新
生
活
を
ど
の
よ
う 

う
に
受
け
入
れ
て
く
れ
て
い
る
か
と
い 

う
と
、
職
員
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な 

い
程
、
柔
軟
に
移
行
を
受
け
入
れ
て
い 

る
。
大
幅
な
居
室
の
変
更
や
新
た
な
日
中
活
動
の
展
開
等
、

戸
惑
い
あ
た
ふ
た
し
て
い
る
の
は
支
援
に
あ
た
る
側
の
職

員
の
方
で
、
利
用
者
の
対
応
力
、
確
か
な
生
活
力
、
懐
の

深
さ
に
驚
か
さ
れ
い
る
。 

今
、
園
内
を
３
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
（
地
区
）
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
上
郷
、
下
郷
、
華
郷
と
地
元
豊
岡
の
地
域
名
に

ち
な
ん
で
名
づ
け
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。 

移
行
を
成
し
遂
げ
た
豊
岡
光
生
園
の
次
に
目
指
す
べ
き

も
の
は
間
違
い
な
く
改
築
・
改
造
問
題
で
あ
る
が
、
ま
ず

は
、
利
用
者
の
新
し
い
生
活
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
最
優
先
で
あ
る
と
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
。 

変
わ
ら
ず
守
っ
て
い
く
べ
き
も
の
は
し
っ
か
り
守
っ
て

い
き
な
が
ら
… 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
多
田
）  



【平成２０年度決算公開】 

 

貸借対照表                                                平成   2１年    3月   31日 現在 

１　減価償却累計額　1,001,994,308円
２　徴収不能引当金の額　          0円

資産の部 負債の部
科  目 当年度 前年度 増  減 科  目 当年度 前年度 増  減

12,823,051 5,191,667

  現金預金 175,120,073 144,921,605 30,198,468   短期運営資金借入金 0 0 0
流動資産 302,628,667 270,675,548 31,953,119 流動負債 18,014,718

12,181,967 2,642,420
  未収金 127,128,380 125,396,025 1,732,355   預り金 3,190,331 641,084 2,549,247
  有価証券 0 0 0   未払金 14,824,387

0 0

  立替金 380,214 357,918 22,296   仮受金 0 0 0
  貯蔵品 0 0 0   前受金 0

0 0
  短期貸付金 0 0 0 固定負債 111,040,000 125,050,000 -14,010,000 
  前払金 0 0 0   その他の流動負債 0

125,050,000 -14,010,000 

  その他の流動資産 0 0 0   長期運営資金借入金 0 0 0
  仮払金 0 0 0   設備資金借入金 111,040,000

0 0
基本財産 876,133,371 870,196,575 5,936,796   退職給与引当金 0 0 0
固定資産 1,036,669,449 1,047,591,643 -10,922,194   長期預り金 0

0 0

  土地 208,207,184 208,207,184 0 負債の部合計 129,054,718 137,873,051 -8,818,333 
  建物 666,926,187 660,989,391 5,936,796   長期特定引当金 0

その他の固定資産 160,536,078 177,395,068 -16,858,990 基本金 505,105,865 505,105,865 0
  基本財産特定預金 1,000,000 1,000,000 0 純資産の部

505,105,865 0

  構築物 12,487,981 10,099,790 2,388,191 国庫補助金等特別積立金 341,655,934 353,637,082 -11,981,148 
  建物 2,780,020 21,684,275 -18,904,255   基本金 505,105,865

353,637,082 -11,981,148 
  車輌運搬具 19,666,090 14,327,428 5,338,662   国庫補助金等特別積立金償還補助 0 0 0
  機械及び装置 3,653,192 4,799,768 -1,146,576   国庫補助金等特別積立金整備時 341,655,934

105,398,456 -3,114,284 

  土地 0 0 0   移行時特別積立金 3,747,562 3,747,562 0
  器具及び備品 17,925,539 20,016,464 -2,090,925 その他の積立金 102,284,172

11,500,000 0

  権利 0 0 0   修繕費積立金 25,200,000 20,512,000 4,688,000
  建設仮勘定 0 0 0   人件費積立金 11,500,000

15,830,000 4,000,000

  長期貸付金 0 0 0   施設整備等積立金 42,006,610 53,808,894 -11,802,284 
  投資有価証券 30,000 30,000 0   備品等購入積立金 19,830,000

216,252,737 44,944,690

  移行時減価償却特別積立預金 0 0 0  次期繰越活動収支差額 261,197,427 216,252,737 44,944,690
  移行時特別積立預金 3,747,562 3,747,562 0 次期繰越活動収支差額 261,197,427

48,313,256 -6,482,850 
  修繕費積立預金 25,200,000 20,512,000 4,688,000
  人件費積立預金 11,500,000 11,500,000 0  (うち当期活動収支差額) 41,830,406

  施設整備等積立預金 42,006,610 53,808,894 -11,802,284 
  備品等購入積立預金 19,830,000 15,830,000 4,000,000

1,318,267,191 21,030,925資産の部合計 1,339,298,116 1,318,267,191 21,030,925 負債及び純資産の部合計 1,339,298,116
純資産の部合計 1,210,243,398 1,180,394,140 29,849,258

  その他の固定資産 1,709,084 1,038,887 670,197

 
資金収支決算内訳表     自 平成２０年 4月 1日 ～ 至 平成 2１年 3月   31日 

前期末支払資金残高(12)

当期末支払資金残高(11)+(12)

8,201,763 4,618,245

収
入

支
出

経常活動資金収支差額(3)=(1)-(2)

経
常
活
動
に
よ
る
収
支

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

財
務
活
動
に
よ
る
収
支

投資有価証券売却収入
収
入

257,852,497 10,127,684 69,755,191 89,237,085 13,112,708 4,909,350 24,978,697 19,094,469 13,817,305

0 0

25,447,328 20,573,266 14,944,775 9,264,300 6,983,949284,613,949 22,496,072 78,309,353 87,872,625 13,406,314 5,315,967

0

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 26,761,452 12,368,388 8,554,162 -1,364,460 293,606 406,617 468,631 1,478,797 1,127,470

予備費(10) 0 0 0 0 0 0 0 0

1,062,537 2,365,704

7,000,000 2,000,000 3,106,000

財務活動資金収支差額(9)=(7)-(8) -7,395,716 16,224,284 -5,426,000 -2,750,000 956,0000 0 -3,750,000 -3,650,000 -7,000,000 -2,000,000 

財務支出計(8) 31,182,000 0 5,426,000 4,500,000 0 0 5,500,000 3,650,000

0

積立預金積立支出 17,172,000 0 5,426,000 0 0 0 2,000,000 2,000,000

0 0 0 0 0 0

5,000,000 2,000,000 746,000

0 4,062,000

支
出

借入金元金償還金支出 14,010,000 0 0 4,500,000 0 0

1,750,000 0 0 1,750,000 0 0

3,500,000 1,650,000 2,000,000 0 2,360,000

投資有価証券取得支出 0 0

0

0 0 0 0 0 4,062,000

0 0 0 0借入金元金償還補助金収入 3,500,000 0 0 1,750,000 0 0 1,750,000

0 0 0 0

0 0 0 0 0借入金収入

0 0 0

財務収入計(7) 23,786,284 16,224,284 0

積立預金取崩収入 20,286,284 16,224,284 0 0 0

0 0

1,390,000 280,000 0 2,006,362

0 0 0 0 0 0

-349,500 0 0 -1,325,330 -1,390,000 -280,000 0 -1,003,362 

0 00

0元入金支出

39,295,458 7,087,798 25,596,468 349,500 0 0 2,585,330

0 0 0 0 0 00 0 0

施設整備等支出計(5)

-25,912,458 -7,087,798 -14,476,468 

0

0

0 1,003,000施設整備等収入計(4)

39,295,458 7,087,798 25,596,468 349,500 0 0 2,585,330 1,390,000 280,000 0 2,006,362固定資産取得支出

固定資産売却収入

13,383,000 0 11,120,000 0 0 0 1,260,000 0

0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

11,143,000 0 8,880,000 0 1,003,000施設整備等補助金収入

2,240,000 0 2,240,000 0 0 0

0 0 1,260,000 0 0 0

0 0 0 0 0施設整備等寄附金収入

21,954,227 16,845,473 28,253,144経常支出計(2)

60,069,626 3,231,902 28,456,630 1,735,040 293,606 406,617 5,543,961 6,518,797 8,407,470 3,062,537 2,413,066

787,466,693 19,245,631 269,131,948 241,709,098 47,284,964 6,670,583 70,382,684 65,988,941

500,000 500,000 3,000,000 5,000,000

0 0 568,809借入金利息支出

36,293,500 16,293,500 8,000,000 3,000,000 00 0

2,988,409 0 0 574,000 0 0 882,000 963,600

経理区分間繰入金支出

2,465,639事務費支出

121,457,962 0 50,015,039 40,224,973 6,867,853 566 7,164,425 4,740,219

4,463,999 1,295,496 9,024,667 5,870,287 4,072,248 1,644,768

5,325,046 1,641,446 5,478,395事業費支出

93,154,984 2,640,131 25,726,413 35,951,336

4,874,521 50,311,592 49,414,835

0 0

5,471,000 1,358,700

0 3,472,342 3,046,300

0 0 0

0 575,217 481,800

0 4,189,680

12,556,933 13,559,259 19,740,301

経常収入計(1)

533,571,838 312,000 185,390,496 161,958,789 35,453,112

7,077,200 75,926,645 72,507,738 30,361,697 19,908,010 30,666,210847,536,319 22,477,533 297,588,578 243,444,138 47,578,570

人件費支出

29,779,936 0 2,451,840

経理区分間繰入金収入

54,797,450 0 16,047,032 0 0

0 0 1,000,000 0 0 2,000,00036,293,500 17,000,000 13,293,500 0 3,000,000

補助事業等収入

10,091 0 0受取利息配当金収入 38,048 3,989 0 23,968 0

0 0 0

855,472 283,070 223,340 281,290

借入金利息補助金収入 1,197,017 0 0 140,000 0

28,000 3,000

雑収入 9,591,985 2,544 4,886,786 1,674,427 398,650 50,200 936,206

1,149,000 0 0 246,000 702,830 288,600寄附金収入 9,247,130

150,000 0 0 0

66,271,336 0 19,656,670 25,930,080

経常経費補助金収入 9,223,060 0 4,883,380 0 0

0 0

自立支援費等収入 435,484,466 0 257,119,180 0 0 0 66,507,200

240,456,743 44,179,920 7,027,000 0 0 0介護保険収入 291,663,663

三芳光陽園
居宅介護

鴨川ひかり 湊ひかり
デイ

湊ひかり
児童デイ
湊ひかり

ケアホーム
COCO勘  定  科  目 薄光会全体 法人本部 豊岡光生園 三芳光陽園

三芳光陽園
通所介護

 



っているでしょ？僕だけじゃないよね？いつまで我慢できるかなぁ？」 
             （代表 市川） 
 
 

 
鴨
川
ひ
か
り
学
園 

ひ
か
り
通
信 

 
 

『
一
粒
で
い
い
の
・
・
・
』 

 

  

訓
練
室
か
ら
外
を
眺
め
る
と
、
テ
ラ
ス
に
は
様
々
な
色

や
形
の
季
節
の
花
々
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
。 

夏
か
ら
、
た
わ
わ
に
実
っ
て
い
た
プ
チ
ト
マ
ト
は
、
冬

に
入
っ
て
も
ま
だ
そ
の
実
を
つ
け
て
い
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
の
運
動
の
時
、
少
し
大
回
り
を
す
れ
ば
直
ぐ
に
口
に
入

っ
た
あ
の
甘
い
プ
チ
ト
マ
ト
。
種
類
は
、
「
は
て
？
」
聞

い
た
け
れ
ど
忘
れ
た
。
無
く
な
っ
た
時
に
は
す
ご
く
寂
し

か
っ
た
。 

 

春
に
な
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
脇
に
あ
る
花
壇
に
幾
段
か
に

分
け
て
住
本
さ
ん
が
植
え
た
十
数
株
の
植
物
の
苗
に
、
白

い
花
が
咲
い
た
。
暫
ら
く
し
て
実
が
な
り
そ
れ
が
“
苺
“
だ

と
皆
が
気
づ
い
た
の
は
、
白
か
っ
た
実 

が
徐
々
に
赤
く
色
づ
い
て
き
た
か
ら
だ
。 

つ
い
フ
ラ
フ
ラ
と
苺
に
惹
き
つ
け
ら 

れ
、
手
が
伸
び
た
そ
の
時
に
、
住
本
さ 

ん
が
、
「
数
え
て
あ
る
か
ら
ね
。
取
り 

貯
め
て
ジ
ャ
ム
に
す
る
か
ら
ね
。
」
と
言
っ
た
。 

「
あ
あ
、
一
粒
で
い
い
か
ら
・
・
・
、
口
に
し
た
い
！
」 

「
ね
え
皆
そ
う
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
？ 

僕
だ
け
じ
ゃ

な
い
よ
ね
？ 

い
つ
ま
で
我
慢
で
き
る
か
な
ぁ
？
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
ベ
リ
ー
・
マ
ッ
チ
ョ
マ
ン
） 

 

『
ケ
ー
プ
の
謎
』 

 

 
 

散
髪
の
時
、
洗
髪
を
す
る
の
に
使
わ
れ
て
い
る
一

枚
の
黒
い
ケ
ー
プ
に
、「
？
」
と
首
を
傾
げ
る
様
な
不

可
解
な
事
が
起
き
て
い
た
。 

 

そ
の
ケ
ー
プ
が
使
用
さ
れ
る
の
は
月
に
一
度
。
散

髪
の
日
に
、
女
性
用
の
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
に
置
い
て

あ
る
衣
装
ケ
ー
ス
か
ら
出
さ
れ
る
。
用
意
す
る
の
は
、

い
つ
も
職
員
の
は
ず
だ
っ
た
。 

 

あ
る
時
、
黒
い
ケ
ー
プ
は
ロ
ビ
ー
に
置
い
て
あ
る

物
干
し
に
掛
か
っ
て
い
た
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
丸
め

ら
れ
て
い
る
の
を
目
撃
さ
れ
た
日
も
あ
っ
た
。
ま
た

あ
る
時
に
は
、
散
髪
の
日
で
も
な
い
の
に
、
浴
室
の

背
も
た
れ
に
ふ
ん
わ
り
と
掛
か
っ
て
い
た
。
こ
の
椅

子
は
シ
ャ
ン
プ
ー
の
時
に
使
っ
て
い
る
椅
子
だ
っ

た
。 

「
な
ぜ
？ 
だ
れ
が
？ 

い
つ
？
」
職
員
全
員
に
尋

ね
た
が
、
皆
、
「
知
り
ま
せ
ん
よ
。
」
と
口
を
そ
ろ
え

た
。 

 

知
ら
ぬ
間
に
飛
ん
で
歩
く
『
黒
い
ケ
ー
プ
』
。 

謎
が
謎
を
呼
び
、
学
園
内
は
こ
の
話
題
で
盛
り
上

が
っ
た
。
け
れ
ど
も
程
な
く
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
現
象

は
消
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
あ
る
日
、
事
情
で
預
か

っ
た
大
き
な
車
椅
子
を
、
問
題
の
ケ
ー
プ
が
入
っ
た

衣
装
ケ
ー
ス
の
前
で
保
管
す
る
事
と
な
り
、
つ
い
で

に
衣
装
ケ
ー
ス
の
向
き
を
変
え
る
事
に
し
た
。
そ
の 

 
時
か
ら
出
口
を
塞
が
れ
て
、
ケ
ー
プ
は
出
歩
く
の
を
や
め

た
の
だ
。
ミ
ス
テ
リ
ー
は
、
迷
宮
入
り
す
る
か
と
思
わ
れ

た
。 と

こ
ろ
が
で
あ
る
、
預
か
っ
て
い
た
大
き
な
車
椅
子
を

返
却
し
た
途
端
に
、
出
口
を
開
放
さ
れ
た
黒
い
ケ
ー
プ
が
、

喜
び
勇
ん
で
飛
び
回
り
出
し
た
の
だ
。
あ
ま
り
に
も
開
放

感
が
強
か
っ
た
ら
し
く
、
喜
び
す
ぎ
て
、
ケ
ー
プ
を
操
る

『
小
さ
な
ト
ト
ロ
』
が
、
姿
を
隠
す
呪
文
を
忘
れ
て
と
う

と
う
姿
を
現
し
て
し
ま
っ
た
。 

浴
室
に
椅
子
を
用
意
し
て
、
ケ
ー
プ
を
用
意
し
て
、
パ

ン
ツ
一
枚
に
な
り
、
手
を
擦
り
合
わ
せ
て
嬉
し
そ
う
に
待

っ
て
い
る
小
ト
ト
ロ
。 

「
ヤ
ダ
ー
、
昭
太
さ
ん
が
！
」 

と
、
誰
か
が
驚
い
て
叫
ん
で
い
た
。 

何
事
か
と
集
ま
っ
た
職
員
を
よ
そ
に
、 

『
あ
れ
？
皆
で
ど
う
し
た
の
？
』 

と
無
邪
気
な
顔
で
振
り
向
く
昭
太
さ
ん
で
あ
っ
た
。 

「
昭
太
さ
ん
、
と
に
か
く
裸
は
ま
ず
い
で
し
ょ
う
。
着
替

え
て
く
だ
さ
い
。
」
担
当
の
山
野
さ
ん
の
声
が
笑
い
を
堪
え

て
小
さ
く
震
え
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
他
の
職
員
達
も
ニ

ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
る
。 

「
月
に
一
度
の
散
髪
が
待
ち
き
れ
な
い
の
？ 

毎
日
で

も
散
髪
を
や
り
た
い
の
？
」
と
優
し
い
声
で
山
野
さ
ん
が

呟
く
と
、
目
を
輝
か
せ
て
、
人
差
し
指
と
親
指
で
丸
を
作

っ
た
昭
太
さ
ん
で
し
た
。 

 

こ
ん
な
愉
快
な
ミ
ス
テ
リ
ー
に
ま
た
出
会
え
る
事
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
石
塚
） 

 

 

 

 



 

 

『
ぶ
ら
り
？ 

途
中
下
車
の
旅
』 

「
今
井
さ
ぁ
ん
。
出
か
け
る
よ
。
」
と
声
を
か
け
る
。
彼

は
き
ょ
と
ん
と
し
た
顔
で
私
を
み
た
。 

「
電
車
、
電
車
。
」 

そ
う
言
う
と
、
私
の
声
か
け
が
今

日
の
予
定
の
事
だ
と
理
解
し
て
支
度
を
始
め
た
。
光
生
園
で

は
自
他
と
も
に
認
め
る
「
電
車
博
士
」
の
今
井
さ
ん
と
、
か

ね
て
か
ら
約
束
し
て
い
た
電
車
の
旅
だ
っ
た
。 

自
閉
的
傾
向
の
あ
る
今
井
さ
ん
は
、
時
に
一
人
で
部
屋
に

こ
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
今
日 

ば
か
り
は
一
緒
に
行
く
多
田
施
設
長
と
私
の
そ
ば 

を
離
れ
な
い
。
君
津
駅
ま
で
は
車
で
あ
る
。
今
井 

さ
ん
は
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
私
は
少
し
ド
キ
ド 

キ
し
な
が
ら
、
い
よ
い
よ
出
発
。 

君
津
駅
で
は
今
井
さ
ん
は
知
ら
な
い
は
ず
の
駅
の
ホ
ー

ム
を
迷
わ
ず
歩
き
始
め
る
。
さ
す
が
電
車
博
士
。
券
売
機
の

前
に
立
ち
、
仔
細
あ
り
げ
に
路
線
図
を
見
た
。
「
わ
か
っ
て

い
る
よ
」
と
い
う
よ
う
に
自
然
に
足
が
動
き
出
す
。
「
今
井

さ
ん
。
違
う
、
違
う
、
違
う
。
隣
の
窓
口
だ
よ
。
」
多
田
施

設
長
が
言
う
と
、
振
り
向
い
て
一
瞥
を
く
れ
る
が
、
な
ん
と

急
に
改
札
口
方
向
へ
と
走
り
出
し
た
。
驚
い
て
追
い
か
け
た

が
、
当
の
今
井
さ
ん
は
案
内
所
の
前
で
立
ち
止
ま
り
、
置
い

て
あ
る
広
告
を
ひ
と
掴
み
も
ぎ
取
る
よ
う
に
手
に
し
て
い

る
。
路
線
図
に
関
係
し
て
い
る
の
か
…
。
と
り
あ
え
ず
ほ
っ

と
し
て
、
今
井
さ
ん
の
大
好
き
な
お
茶
を
買
い
、
旅
の
準
備 

は
完
了
し
た
。 

待
ち
に
待
っ
た
電
車
が
ホ
ー
ム
に
入
る
。
そ
の
瞬

間
、
今
井
さ
ん
の
表
情
が
輝
い
た
。
千
葉
行
き
の
電

車
は
乗
客
も
ま
ば
ら
で
、
好
き
な
場
所
に
席
を
陣
取

る
こ
と
が
で
き
た
。
よ
ほ
ど
大
切
な
物
な
の
か
、
先

ほ
ど
の
広
告
を
し
っ
か
り
握
り
締
め
て
い
る
。
電
車

は
、
ひ
と
駅
ご
と
に
乗
客
が
増
え
て
き
た
。
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
舞
台
が
で
き
た
と
見
る
や
、
さ
あ
、
今

井
博
士
、
本
領
発
揮
の
刻
で
あ
る
。
席
を
立
っ
て
「
次

は
蘇
我
～
、
蘇
我
～
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
く
れ
た
。

こ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
終
点
千
葉
駅
ま
で
の
駅
名
を
適

格
に
連
呼
、
誤
る
こ
と
な
く
続
い
た
の
だ
っ
た
。 

千
葉
駅
で
駅
弁
を
買
う
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
そ

こ
に
あ
っ
た
広
告
を
ま
た
ひ
と
掴
み
し
、
さ
ら
に
ス

ピ
ー
ド
写
真
機
を
見
つ
け
た
彼
は
、
本
日
二
本
目
の

レ
ー
ス
、
驚
く
ば
か
り
の
猛
ダ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
。
や

っ
と
追
い
付
き
、
写
真
機
の
中
を
そ
っ 

と
覗
く
と
、
鏡
を
見
な
が
ら
ポ
ー
ズ
を 

と
り
座
っ
て
い
た
。
息
を
整
え
な
が
ら
、 

そ
の
姿
に
思
わ
ず
噴
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。 

再
び
東
京
駅
を
目
指
し
電
車
に
乗
っ
た
。
長
い
よ

う
な
短
い
よ
う
な
電
車
の
旅
。
東
京
駅
に
着
く
な
り

今
井
さ
ん
は
す
る
す
る
人
混
み
を
掻
き
分
け
て
、
あ

っ
と
い
う
間
に
姿
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

改
札
口
の
前
で
よ
う
や
く
追
い
つ
き
、
ほ
っ
と
し
た

の
も
束
の
間
、「
平
野
君
！
」
多
田
施
設
長
の
鋭
い
一

声
。
慌
て
て
振
り
返
る
と
、
今
井
さ
ん
と
多
田
施
設

長
が
中
央
線
方
向
に
走
っ
て
い
く
姿
が
見
え
、
そ
し 

て
人
混
み
の
中
に
消
え
た
。
二
人
に
よ
う
や
く
追
い

つ
い
た
が
、
ど
う
や
ら
今
井
さ
ん
、
デ
ジ
カ
メ
で
電

光
掲
示
板
の
写
真
を
撮
る
の
が
目
的
だ
っ
た
よ
う

だ
。
本
日
三
本
目
の
猛
ダ
ッ
シ
ュ
レ
ー
ス
は
ま
さ
に

肝
を
冷
や
す
想
い
だ
っ
た
。 

東
京
駅
周
辺
の
公
園
で
お
弁
当
を
開
く
。
食
欲
旺

盛
、
弁
当
は
あ
っ
と
い
う
間
に
空
に
な
っ
た
。
ち
ょ

っ
と
い
っ
ぷ
く
と
、
都
会
の
景
色
を
の
ん
び
り
満
喫

し
て
い
る
と
、
今
井
さ
ん
が
噴
水
の
周
り
を
ゆ
っ
た

り
と
歩
き
始
め
た
。
「
今
井
さ
ぁ
ん
」
と
何
気
な
く

声
を
掛
け
た
瞬
間
、
彼
は
、
弾
か
れ
た
よ
う
に
私
か

ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
走
り
出
し
、
本
日
四
本
目
の
レ

ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
。
追
い
つ
い
た
多
田
施
設
長
と
ゆ

っ
く
り
歩
い
て
き
た
と
思
い
き
や
、
突
如
方
向
転
換

し
、
今
度
は
公
園
を
出
て
ま
た
ま
た
駅
へ
向
っ
て
走

り
出
し
た
。（
五
本
目
だ
よ
ぉ
～
。
は
、
は
、
は
・
・
・
。
） 

無
事
に
乗
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
帰
り
の
車
内

で
今
井
さ
ん
は
戦
利
品
の
よ
う
な
た
く
さ
ん
あ
る

広
告
の
一
枚
一
枚
を
大
切
そ
う
に
眺
め
て
い
た
。
そ

ん
な
姿
を
見
て
、
「
五
本
の
猛
ダ
ッ
シ
ュ
」
の
意
味

と
、
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
活
き
活
き
と
し
た

表
情
に
つ
い
て
思
い
返
し
、
『
今
井
さ
ん
の
望
む
生

活
っ
て
ど
ん
な
感
じ
な
の
か
な
ぁ
』
と
、 

考
え
を
巡
ら
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ 

た
。
君
津
駅
を
出
る
と
、
落
ち
着
い
て 

車
に
乗
り
込
む
今
井
さ
ん
が
い
た
。 

次
の
日
か
ら
、
あ
の
時
の
広
告
は
今
井
さ
ん
の
手

を
離
れ
て
い
な
い
。 

 
 

 
 

 

（
平
野
翔
也
） 

 

豊
岡
光
生
園 

 
 

 

 

 

 

 



 
三
芳
光
陽
園 

 
 

 

 

『
遠
方
か
ら
の
お
客
様
』 

 

「
兵
庫
県
洲
本
市
（
淡
路
島
）
の
五
色
精
光
園
で
す
が
、
施
設

の
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
・
・
・
」
と 

電
話
が
あ
っ
た
の
が
二
月
十
三
日
の
こ
と
で
し
た
。 

「
普
通
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
す
け
ど
、
本
当
に
い
い
ん

で
す
か
？
」
と
何
度
も
聞
き
返
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
と
い

う
こ
と
で
、
お
受
け
し
た
施
設
見
学
で
し
た
。 

後
日
、
正
式
な
施
設
見
学
の
依
頼
文
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
「
本
当
に
く
る
の
か
し
ら
・
・
・
？
」
と
疑
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
、
自
分
に
と
っ
て
は
遠
方
か
ら
の
お
話
だ
っ
た

の
で
す
。 

三
月
十
六
日
、
お
見
え
に
な
っ
た
の
は
、
山
下
さ
ん
と
若
林

さ
ん
の
女
性
お
二
人
。
黒
の
ス
ー
ツ
が
と
て
も
お
似
合
い
で
し

た
。 

      

 

お
二
人
の
勤
め
る
「
五
色
精
光
園
」
で
も
障
害
を
持

た
れ
た
方
の
高
齢
化
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
最
高
齢

の
方
は
八
〇
歳
だ
と
か
。
今
回
の
施
設
見
学
は
、
た
ま

た
ま
施
設
長
さ
ん
が
三
芳
光
陽
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

行
き
当
た
り
、
知
的
障
害
の
お
年
寄
り
と
認
知
症
の
お

年
寄
り
が
一
緒
に
過
ご
し
て
い
る
施
設
と
い
う
こ
と
で

遠
路
は
る
ば
る
、
八
時
間
も
か
け
て
見
学
に
お
い
で
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。 

法
人
の
沿
革
か
ら
、
現
在
の
事
業
展
開
に
至
る
ま
で

の
話
や
ら
、
私
の
愚
痴
っ
ぽ
い
偏
見
に
満
ち
た
福
祉
論

（
？
）
ま
で
、
と
て
も
真
面
目
に
聞
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
役
に
立
っ
た
な
ら
ば
良
い
の
で
す
が
・
・
・
。 

お
互
い
に
行
き
来
す
る
と
い
う
に
は
、
ち
ょ
っ
と
遠

い
距
離
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
・
・
・
、
と
い
っ
て
も
な

か
な
か
機
会
は
な
さ
そ
う
で
す
が
、
今
後
も
何
ら
か
の

お
付
き
合
い
は
続
け
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

「
淡
路
島
に
施
設
見
学
行
っ
て
く
る
か
ら
・
・
・
。
」
そ

ん
な
日
が
来
る
と
い
い
な
～
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

施
設
長 

神
谷 

亨 

  

『
す
い
ま
せ
ん
、
吸
い
ま
す
』 

 

 

食
後
の
一
服
に
ハ
ル
さ
ん
が
や
っ
て
き
た
。 

 

施
設
自
体
は
禁
煙
な
の
だ
が
、
長
年
の
習
慣
で
タ
バ

コ
を
吸
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
々
は
、『
食
後

に
職
員
室
で
』
と
い
う
こ
と
で
特
例
と
な
っ
て
い
る
の

だ
。 

 

職
員
室
の
扉
を
開
け
て
入
っ
て
く
る
ハ
ル
さ
ん
。 

 

い
つ
も
頭
を
さ
げ
な
が
ら
、 

「
す
い
ま
せ
ん
」
と
入
っ
て
く
る
。 

 

あ
ま
り
に
も
嬉
し
そ
う
な
顔
で
入
っ
て
く
る
の
で
、

自
分
の
中
の
い
た
ず
ら
の
虫
が
目
を
さ
ま
す
。 

「
あ
、
今
日
は
吸
わ
な
い
の
ね
？
」 

「
え
？
」
と
ハ
ル
さ
ん
。 

「
吸
わ
な
い
ん
で
し
ょ
う
？
」 

「
吸
い
ま
せ
ん
」
っ
て
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
。 

す
る
と
ハ
ル
さ
ん
、
と
び
き
り
の
笑
顔
で
、 

「
い
い
え
、
す
い
ま
せ
ん
、
す
い
ま
せ
ん
、
吸
い
ま
す
、

吸
い
ま
す
」
と
い
つ
も
の
席
に
腰
を
お
ろ
す
。 

 

タ
バ
コ
を
渡
し
、
火
を
つ
け
て
あ
げ
よ
う
と
す
る
。 

 

す
る
と
ハ
ル
さ
ん
、 

「
す
い
ま
せ
ん
」
と
た
ば
こ
を
口
に
く
わ
え
、
頭
を
下

げ
る
。 

「
あ
、
吸
わ
な
い
の
ね
！
」 

「
ち
が
う
、
ち
が
う
、
す
い
ま
せ
ん
、
吸
い
ま
す
、
吸

い
ま
す
・
・
・
」 

 

た
わ
い
も
な
い
や
り
と
り
だ
が
、
こ
の
一
時
が
至
福

の
時
間
に
思
わ
れ
る
。 

今
は
元
気
な
ハ
ル
さ
ん
も
、
実
は
大
正
五
年
生
ま
れ

の
九
十
三
歳
。
席
か
ら
立
ち
上
が
る
時
に
、
少
し
ふ
ら

つ
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
い
つ
ま
で
タ
バ
コ
が
吸
え

る
の
か
・
・
・
。 

こ
ち
ら
の
心
配
を
よ
そ
に
、
ハ
ル
さ
ん
は
今
日
も
幸

せ
そ
う
に
タ
バ
コ
を
ふ
か
す
の
で
し
た
。 

（
職
員
室
管
理
者
） 

 

 

 

 



 

自
己
完
結
的
な
生
活
世
界
で
は
な
く
、
思
わ
ぬ
出
会
い

や
出
来
事
に
、
ど
き
ど
き
、
わ
く
わ
く
の
毎
日
な
の
だ
。 

「
あ
ゆ
み
さ
ん
た
ち
が
、
事
務
所
の
郵
便
物
を
郵
便
局

に
届
け
た
よ
」
「
へ
ー
。
局
員
、
び
っ
く
り
し
て
な
か
っ

た
？
」
「
こ
れ
か
ら
、
顔
見
知
り
に
な
る
よ
、
な
ぁ
」 

「
和
光
保
育
園
で
実
習
し
て
い
る
仲
間
に
、
加
藤
さ
ん

が
お
弁
当
を
届
け
に
行
っ
た
ら
、
子
供
た
ち
が
寄
っ
て
き

て
ね
、
彼
も
張
り
切
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
、
足
取
り
が
し

っ
か
り
し
て
き
た
な
ぁ
」 

「
皆
の
お
弁
当
箱
を
洗
っ
て
光
生
園
に
納
品
し
て
い

る
ん
だ
け
ど
ね
、
洗
う
人
す
す
ぐ
人
、
ふ
き
取
る
人
、
洗

い
方
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
や
り
直
し
を
命
じ
る
人
、
自
然
に

分
担
し
て
、
予
想
よ
り
と
て
も
早
く
、
き
ち
ん
と
仕
上
げ

る
ん
だ
よ
。
利
用
者
を
見
く
び
っ
て
い
た
よ
う
だ
、
と
職

員
た
ち
は
意
識
改
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
よ
」「
利
用
者
は
、

こ
の
日
を
待
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
な
」 

「
政
章
さ
ん
た
ち
『
開
拓
隊
』
が
、
歩
い
て
い
た
ら
、

声
を
か
け
ら
れ
た
っ
て
。
近
く
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
し
て

い
る
お
年
寄
り
も
気
に
か
け
て
く
れ
て
、
今
度
も
っ
と
、

お
話
が
で
き 

る
な
ぁ
。 

う
ん
、
開
拓 

し
て
る
な
ぁ
」 

 

彼
ら
の 

は
た
ら
き
は
、 

す
ご
い
。
本 

当
に
す
ご
い
。 

意
識
を
変
え 

て
る
ん
だ
も 

の
。 

 
 

 

近
況
三
話 

「
や
っ
ぱ
り
、
神
経
使
っ
た
り
、
体
動
か
す
こ
と
が
、

格
段
に
増
え
て
、
疲
れ
て
る
の
よ
。
お
風
呂
入
る
と
コ
ッ

ク
リ
こ
っ
く
り
だ
も
の
。
葉
子
さ
ん
や
志
保
里
さ
ん
の
こ

ん
な
に
無
防
備
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
姿
、
初
め
て
見
た
。
」 

「
う
ん
、
笑
顔
が
多
い
し
、
満
足
顔
だ
よ
ね
」 

「
こ
の
前
、
食
卓
を
し
ゃ
な
り
し
ゃ
な
り
立
っ
て
行
っ

た
志
保
里
さ
ん
を
呼
び
止
め
た
ら
、
途
中
で
引
き
返
し
て

き
て
、
食
器
を
流
し
ま
で
運
ん
だ
ん
だ
ぜ
。
完
全
に
彼
女

の
判
断
。
感
動
し
た
よ
。
お
ふ
く
ろ
さ
ん
に
伝
え
よ
う
。
」 

 
 

 

＊ 
 

 
 

＊ 
 

 
 

＊ 

「
職
員
の
庄
司
さ
ん
が
、
の
ど
か
の
女
性
た
ち
に
苛
め

ら
れ
た
ら
し
い
よ
。
彼
が
行
っ
た
ら
、
椎
熊
さ
ん
（
男
）

が
来
な
い
の
？ 

と
か
、
井
上
さ
ん
（
男
）
と
代
え
て
も

ら
お
う
よ
！ 

な
ん
て
ワ
イ
ワ
イ
や
ら
れ
て
、
大
い
に
凹

ん
だ
ら
し
い
。
で
も
、
調
理
を
皆
で
や
っ
て
い
た
ら
、
吉

野
さ
ん
か
ら
、
師
匠
！ 

こ
れ
ど
う
切
り
ま
す
か
？ 

っ

て
、
師
匠
に
さ
れ
て
い
た
よ
。
少
し
持
ち
上
が
っ
た
な
。
」 

 
 

 

＊ 
 

 
 

＊ 
 

 
 

＊ 

英
樹
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
。
お
通
夜
の

晩
、
も
う
疲
れ
た
の
か
、
あ
け
ぼ
の
荘
の
自
室
で
寝
て
い

た
英
樹
さ
ん
の
元
へ
管
理
者
が
ビ
ー
ル
と
少
し
の
つ
ま

み
を
買
っ
て
訪
れ
た
。
「
お
い
、
起
き
ろ
、
供
養
だ
。
呑

も
う
。
」 

ビ
ー
ル
の
大
好
き
な
英
樹
さ
ん
、
い
つ
も
は

嬉
し
く
て
「
う
き
ゃ
っ
」
っ
て
相
好
を
崩
す
の
に
、
こ
の

日
は
、
途
中
か
ら
笑
顔
が
崩
れ
て
泣
き
出
し
た
。
管
理
者

も
驚
く
と
同
時
に
、
ほ
ろ
り
と
な
っ
た
。 

ぼくたちの めざすもの 

 

 
「
お
は
よ
う
！
」
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

「
今
日
も
い
い
顔
し
て
る
ね
。
」
「
う
ん
、
元
気
だ
よ
」 

四
月
か
ら
開
所
し
た
『
太
陽
の
し
ず
く
』
の
朝
の
賑
わ

い
が
始
ま
る
。
九
時
前
後
に
ワ
ゴ
ン
車
が
一
台
、
ま
た
一

台
と
、
玄
関
前
の
「
車
両
発
着
ポ
ー
ト
」
に
滑
り
込
む
。

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
、
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
、
勝
手
の
家
、
ほ
の
か
、
の
ど
か
、

あ
け
ぼ
の
荘
、
六
棟
の
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
住
人
た
ち
だ
。
住

人
た
ち
の
う
ち
四
名
は
、
湊
ひ
か
り
学
園
に
通
う
。
後
の

三
十
名
が
こ
う
し
て
太
陽
の
し
ず
く
に
通
っ
て
く
る
。
水

筒
や
箸
・
ス
プ
ー
ン
、
着
替
え
、
薬
な
ど
を
入
れ
た
手
荷

物
を
し
っ
か
り
持
ち
続
け
る
こ
と
に
も
、
そ
れ
を
各
々
の

ロ
ッ
カ
ー
に
自
ら
し
ま
う
こ
と
に
も
、
二
ヵ
月
か
け
て
慣

れ
た
。
朝
の
（
利
用
者
）
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
後
、
皆
は
各

方
面
に
「
お
し
ご
と
」
に
出
か
け
て
い
く
。 

四
月
以
降
、
利
用
者
の
生
活
は
一
変
し
た
。
豊
岡
光
生

園
の
移
行
に
と
も
な
っ
て
、
七
十
余
名
の
人
た
ち
が
ケ
ア

ホ
ー
ム
と
光
生
園
に
分
か
れ
て
居
住
し
、
日
中
活
動
の
形

も
、
太
陽
の
し
ず
く
と
光
生
園
の
二
事
業
所
で
協
働
で

『
ジ
ョ
ブ
チ
ー
ム
』
を
運
営
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。『
ジ

ョ
ブ
チ
ー
ム
』
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
「
地
域
の
人
た
ち
と

の
出
会
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
「
何
事
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
」
「
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
こ
と
、
ト
ラ
ブ
ル
や

失
敗
は
宝
物
、
皆
で
解
決
し
よ
う
」
「
初
め
か
ら
形
を
追

わ
な
い
。
利
用
者
と
職
員
で
ク
リ
エ
ー
ト
し
て
い
く
」
。 

毎
日
が
発
見
と
試
み
と
挑
戦
の
連
続
だ
。 

 
 

「はたらく」 って、 

はた の人を  楽にすることなんだな。 
 
それはね、 

いっしょうけんめいに  人の こころに こたえようと 動いたり、 

身ぶり手ぶりで お話したり、 

ほほ笑んで、やさしい きもちを ひろめたり、 

たくさんの  元気を  あげることでも  あるんだな。 

 

そういうことなら、 

ぼくたちも  はじめられるよ  ! 

                     なぁ、  みんな  ！ 
 

COCO 
de 

ここ 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

「
み
ど
り
色
の
宝
物
」 

 

と
あ
る
日
の
畑
作
業
。 

 

「
あ
っ
！ 

じ
ゃ
が
芋
の
芽
が
出
て
る
！
」 

嬉
し
そ
う
に
笑
い
な
が
ら
職
員
に
報
告
し
て
く
れ
た
の

は
チ
エ
さ
ん
だ
。
チ
エ
さ
ん
の
声
に
触
発
さ
れ
て
、
他

の
方
も
じ
ゃ
が
芋
を
見
に
行
く
。 

 
「
ち
っ
ち
ゃ
く
て
か
わ
い
い
ね
！
」 

皆
も
嬉
し
そ
う
に
笑
っ
て
い
る
。 

 

で
も
チ
エ
さ
ん
、
作
業
が
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
。

今
回
の
発
見
も
、
一
足
先
に
草
取
り
を
切
り
上
げ
、
フ

ラ
フ
ラ
ッ
と
歩
い
て
い
る
時
に
見
つ
け
た
の
だ
。 

 

そ
の
後
も
相
変
わ
ら
ず
、
畑
を
あ
ち
こ
ち
歩
き
回
る

チ
エ
さ
ん
。
今
度
は
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の
実
が
な
っ
て
い

る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。 

 

「
こ
っ
ち
は
エ
ン
ド
ウ
豆
が
付
い
て
い
る
！
」 

そ
の
声
に
す
か
さ
ず
職
員
が
声
を
か
け
る
。 

 

「
チ
エ
さ
ん
、
そ
の
豆
収
穫
し
て
く
れ
る
？
」 

 

「
・
・
・
。
」 

 

チ
エ
さ
ん
か
ら
は
返
事
が
無
い
。
し
か
し
、
様
子
を
見 

て
い
る
と
、
ゆ
っ
く
り
な
が
ら
作
業
を
始
め
て
く
れ
た
。 

 

し
ば
ら
く
し
て
様
子
を
見
に
行
っ
て
み
る
と
、
チ
エ

さ
ん
の
手
に
は
た
く
さ
ん
の
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
が
握
ら
れ

て
い
る
。 

 

「
み
ど
り
色
の
宝
物
が
見
つ
か
っ
た
よ
！
」 

チ
エ
さ
ん
は
そ
う
言
っ
て
笑
い
な
が
ら
、
職
員
に
サ
ヤ

エ
ン
ド
ウ
を
手
渡
し
て
く
れ
た
。 

 

今
、
ひ
か
り
学
園
の
畑
に
は
、
た
く
さ
ん
の
野
菜
が

育
っ
て
い
る
。
ど
れ
も
こ
れ
も
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
育
て
た
野
菜
。
み
ん
な
の
努
力
と
笑
顔
が
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
た
『
み
ど
り
色
の
宝
物
』
だ
。 

(

冨
澤) 

ま
だ
ま
だ
技
は
身
に
つ
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
奮
闘
努
力

中
の
僕
の
容
姿
（
頭
？ 

髪
？
）
だ
け
は
、
本
家
お
染

師
匠
並
み
で
す
。 

い
つ
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、『
ひ
か
り
お
染
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
』
と
し
て
皆
様
の
前
に
登
場
で
き
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
！ 

（
能
重
） 

湊
ひ
か
り
学
園 

 

 
 
 

『
弟
子
と
し
て
奮
闘
中
！
』 

『
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
～
す
』
と
言
い
な
が
ら
傘
の

上
で
毬
を
回
す
芸
が
有
名
で
、
お
正
月
の
テ
レ
ビ
で
は

欠
か
せ
な
い
存
在
だ
っ
た
『
お
染
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
』
を
皆

様
覚
え
て
い
ま
す
か
？ 

 

 

実
は
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
圭
ち
ゃ

ん
は
、
師
匠
を
も
唸
ら
せ
る
の
で
は
！ 

と
思
え
る
ほ

ど
の
腕
の
持
ち
主
で
お
皿
、
本
、
座
布
団
等
簡
単
に
ク

ル
ク
ル
上
手
に
回
し
て
し
ま
い
ま
す
。
い
と
も
簡
単
に

行
う
姿
に
僕
も
で
き
る
の
で
は
？ 

と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
が
・
・
・
。
無
残
（
涙
）
な
結
果
で
し
た
。 

側
で
見
て
い
た
圭
ち
ゃ
ん
は
『
そ
ん
な
に
簡
単
に
は

で
き
な
い
よ
！
』
と
で
も
思
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
笑

っ
て
い
ま
す
。
思
わ
ず
僕
は
頭
を
下
げ
勝
手
に
弟
子
と

な
り
、
師
匠
の
手
本
を
見
な
が
ら
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
が
一
向
に
上
達
し
ま
せ
ん
。 

師
匠
は
、
技
は
見
て
覚
え
ろ
主
義
の
よ
う
で
、
コ
ツ

は
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
が
時
々
「
ピ
ピ
ッ
」
と
声
を
掛

け
て
く
れ
ま
す
。
何
事
も
努
力
が
大
切
だ
！ 

と
教
え

て
く
れ
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。 

 

 
  

  

 

 
３事業所の皆

で植えたよ！ 

☆
編
集
後
記
☆ 

 

湊
ひ
か
り
学
園
は
、
第
三
農
地
の
田
ん
ぼ
で
お
米
作
り

に
挑
戦
！
！ 

ス
ク
ス
ク
と
育
ち
、
秋
に
お
い
し
い
ご
飯

が
食
べ
ら
れ
ま
す
よ
う
に
・
・
・
★ 

       

秋
の
実
り
を
願
い
つ
つ
、
き
ら
め
き
十
九
号
を
お
届
け

し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
法
人
広
報
委
員
会
） 

 


